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１．はじめに
近年注目されているアーバンスポーツは、様々な都市型エクストリームス

ポーツの総称であり、東京 2020 夏季オリンピックでの日本人選手の活躍も
あって、今後の発展が期待され、関連施設の拡充が検討されている。スポー
ツ庁は、2020 年 10 月よりアーバンスポーツツーリズム研究会（2020 年 10
月〜 2021 年３月）を設置し、アーバンスポーツの現状及び課題を把握し、
今後のツーリズムへの発展の可能性について検討が行われている。先行研究
として、アーバンスポーツのスポーツツーリズムの可能性について報告した
もの１）や、2020 年東京オリンピックにおけるアーバンスポーツとの関係性
についての研究２）が報告されているが、アーバンスポーツツーリズムの現
状や課題、アーバンスポーツのさらなる発展可能性に関する研究や、地域に
おけるアーバンスポーツおよびそのツーリズムニーズに関する研究はこれま
でに行われていない３）。そこで本研究では、アーバンスポーツがツーリズム
へと発展するために、その現状及び課題を明らかにすることを目的として、
若者・児童を対象に、アーバンスポーツとの関わりや関心、活動状況、ツー
リズムニーズなどについて、アンケート調査を実施し、アーバンスポーツ
ツーリズムの発展可能性およびツーリズムのニーズに関する分析を行った。

２．研究方法

2.1 調査方法
対象者および職業は主に北海道在住の小学生から社会人まで（20 代から
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40 代程度）とし、アーバンスポーツとの関係（「現在アーバンスポーツを継
続している」、「一度以上体験・経験があるが、現在継続していない」、「実際
に見たことがある」、「全く見たことがない」の回答）から、「愛好者ニーズ」

「観戦者ニーズ」「体験希望者のニーズ」に関する質問項目を設定し、Web
（Survey Monkey 社）によるアンケート調査を実施した。アンケート実施期
間は 2020 年 12 月 10 日から 2020 年 12 月 31 日までとした。

2. 2　分析方法
「アーバンスポーツとの関係」と「性別」、「職業」、「アーバンスポーツに

関連する大会やイベントに参加したいか？」についてχ２検定を行い、関連
性について検討を行った。さらに、アーバンスポーツツーリズムへの参加意
思に影響する要因を明らかにするために、「アーバンスポーツに関連する大
会やイベントに参加したいか？」に対する回答を目的変数として、「性別」、

「年齢」、「職業」、「アーバンスポーツとの関係性」、「関心を持っているアー
バンスポーツの種類」の５項目を説明変数としたロジスティック回帰分析を
行った（使用ソフトウェア：JMP Pro ver.14.0.0）。

３．結果

3. 1　属性情報
表１に性別・職業およびアーバンスポーツとの関係についての属性情報を

表す。回答者は 570 名（男性 426 名、女性 144 名）で、現在アーバンスポー
ツを継続している人が 279 名、一度以上体験・経験があるが、現在継続して
いない人が 88 名、実際に見たことがある人（映像・メディア等も含む）が
146 名、全く見たことがない（知らないも含む）人が 44 名であった。中学
生から社会人まで、幅広い年齢層からの回答を得ることが出来ており、アー
バンスポーツを現在継続している社会人が 163 名（29.3%）と最も多く、次
いでアーバンスポーツを現在継続している大学生が 54 名（9.7%）であった。
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表 1.　性別・職業およびアーバンスポーツとの関係

 

 

 

表 1. 性別・職業およびアーバンスポーツとの関係 

  アーバンスポーツとの関係 

p 値  現在継続してい

る 

経験あるが、 

現在継続して 

いない 

実際にみた 

ことがある 

全くみたこ

とがない 

 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合   

男性 239 43% 64 11% 85 15% 28 5% 
p<0.05 

女性 40 7% 24 4% 61 11% 16 3% 

大学生 54 9.7% 17 3.1% 44 7.9% 19 3.4% 

p<0.05 

短大・専門

学校生 
4 0.7% 1 0.2% 3 0.5% 1 0.2% 

高校生 15 2.7% 4 0.7% 0 0.0% 1 0.2% 

中学生 16 2.9% 4 0.7% 3 0.5% 2 0.4% 

社会人 163 29.3% 54 9.7% 81 14.5% 18 3.2% 

その他 18 3.2% 7 1.3% 15 2.7% 3 0.5% 

回答無し 9 1.6% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0%   

 

3.2 愛好者ニーズについて 

活動を行う上での課題（複数回答可、回答数 402 件）では「実施できる場所・

専用施設が少ない（248 件、68%）」が最も多く挙げられていた。主に実施している

種目としては「専用施設（161 名、35%）」「公園・広場（スケートボード利用可（144

名、31%））」となっていた。また「全国各地のアーバンスポーツパークで競技をし

てみたいか？」という質問に対して、ぜひ行ってみたいと回答した人が 225 名

（80.4%）と多くの割合を占めていた。具体的な施設名（複数回答可）については、

「TOKYO SPORT PLAYGROUND」が 113 名(18.5%)、「ふくい健康の森スケートパーク」

が 85 名(13.9%)等の施設が上位に挙がっていた。 

 

3.2　愛好者ニーズについて（図 1～ 4）
活動を行う上での課題（複数回答可、回答数 402 件）では「実施できる

場所・専用施設が少ない（248 件、68%）」が最も多く挙げられていた。主
に実施している種目としては「専用施設（161 名、35%）」「公園・広場（ス
ケートボード利用可（144 名、31%））」となっていた。また「全国各地
のアーバンスポーツパークで競技をしてみたいか？」という質問に対し
て、ぜひ行ってみたいと回答した人が 225 名（80.4%）と多くの割合を占
めていた。具体的な施設名（複数回答可）については、「TOKYO SPORT 
PLAYGROUND」が 113 名（18.5%）、「ふくい健康の森スケートパーク」が
85 名（13.9%）等の施設が上位に挙がっていた。
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図 1. アーバンスポーツを行う上での課題 

 

 
図２．アーバンスポーツの主な実施場所 
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図２．アーバンスポーツの主な実施場所 
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図 3．全国各地のアーバンスポーツパークでの競技ニーズ 

 

図４．行ってみたい全国各地の施設名 
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図 3．全国各地のアーバンスポーツパークでの競技ニーズ 

 

図４．行ってみたい全国各地の施設名 

 

 

 

図４．行ってみたい全国各地の施設名
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3.3　観戦者ニーズについて（表 2、3）
「一流の大会競技やデモを見てみたい・観戦したいと思いますか？」とい

う質問に対して、「はい」と回答した人が 450 名（80.8%）と多くの割合を占
めていた。「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複
合したフェスのようなイベントを見てみたいと思いますか？」という質問に
対して、「はい」と回答した人が 424 名（76.1%）となっていた。

表 2．「一流の大会競技やデモを見てみたい・観戦したいと思いますか？」に対す

　　　る回答

3.3 観戦者ニーズについて 

「一流の大会競技やデモを見てみたい・観戦したいと思いますか？」という質

問に対して、「はい」と回答した人が 450 名（80.8%）と多くの割合を占めていた。

「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合したフェスな

ようなイベントを見てみたいと思いますか？」という質問に対して、「はい」と回

答した人が 424 名（76.1%）となっていた。 

 

表 2. 「一流の大会競技やデモを見てみたい・観戦したいと思いますか？」に対する回答 

  アーバンスポーツとの関係 

p 値    
現在継続してい

る 

経験あるが、 

現在継続してい

ない 

実際にみたこ

とがある 

全くみたこと

がない 

 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

はい 239 42.9% 75 13.5% 113 20.3% 23 4.1% 

p<0.05 いいえ 10 1.8% 7 1.3% 10 1.8% 5 0.9% 

回答無し 30 5.4% 6 1.1% 23 4.1% 16 2.9% 

 

表 3. 「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合した 

フェスなようなイベントを見てみたいと思いますか？」に対する回答 

  アーバンスポーツとの関係 

p 値   
現在継続してい

る 

経験あるが、 

現在継続して

いない 

実際にみたこと

がある 

全くみたこと

がない 

  人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

はい 226 40.6% 69 12.4% 108 19.4% 21 3.8% 

p=0.051 いいえ 21 3.8% 11 2.0% 14 2.5% 7 1.3% 

回答無し 32 5.7% 8 1.4% 24 4.3% 16 2.9% 

 

3.4 体験希望者ニーズについて 

「一流の大会競技やデモを見てみたい・観戦したいと思いますか？」という質

問に対して、「全くみたことがない（28 名）」回答者において、「はい」と回答した

人が 23 名(82%)という高い結果となった。また、「アーバンスポーツと音楽やダン

ス、異文化カルチャーなどを複合したフェスなようなイベントを見てみたいと思

いますか？」という質問に対して、「全くみたことがない（28 名）」回答者におい

表 3.　「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合した
　　　フェスのようなイベントを見てみたいと思いますか？」に対する回答

3.3 観戦者ニーズについて 

「一流の大会競技やデモを見てみたい・観戦したいと思いますか？」という質

問に対して、「はい」と回答した人が 450 名（80.8%）と多くの割合を占めていた。

「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合したフェスな

ようなイベントを見てみたいと思いますか？」という質問に対して、「はい」と回

答した人が 424 名（76.1%）となっていた。 

 

表 2. 「一流の大会競技やデモを見てみたい・観戦したいと思いますか？」に対する回答 

  アーバンスポーツとの関係 

p 値    
現在継続してい

る 

経験あるが、 

現在継続してい

ない 

実際にみたこ

とがある 

全くみたこと

がない 

 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

はい 239 42.9% 75 13.5% 113 20.3% 23 4.1% 

p<0.05 いいえ 10 1.8% 7 1.3% 10 1.8% 5 0.9% 

回答無し 30 5.4% 6 1.1% 23 4.1% 16 2.9% 

 

表 3. 「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合した 

フェスなようなイベントを見てみたいと思いますか？」に対する回答 

  アーバンスポーツとの関係 

p 値   
現在継続してい

る 

経験あるが、 

現在継続して

いない 

実際にみたこと

がある 

全くみたこと

がない 

  人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

はい 226 40.6% 69 12.4% 108 19.4% 21 3.8% 

p=0.051 いいえ 21 3.8% 11 2.0% 14 2.5% 7 1.3% 

回答無し 32 5.7% 8 1.4% 24 4.3% 16 2.9% 

 

3.4 体験希望者ニーズについて 

「一流の大会競技やデモを見てみたい・観戦したいと思いますか？」という質

問に対して、「全くみたことがない（28 名）」回答者において、「はい」と回答した

人が 23 名(82%)という高い結果となった。また、「アーバンスポーツと音楽やダン

ス、異文化カルチャーなどを複合したフェスなようなイベントを見てみたいと思

いますか？」という質問に対して、「全くみたことがない（28 名）」回答者におい

3.4　体験希望者ニーズについて
　「一流の大会競技やデモを見てみたい・観戦したいと思いますか？」とい
う質問に対して、「全くみたことがない（28 名）」回答者において、「はい」
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と回答した人が 23 名（82%）という高い結果となった。また、「アーバンス
ポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合したフェスのようなイ
ベントを見てみたいと思いますか？」という質問に対して、「全くみたこと
がない（28 名）」回答者においては、「はい」と回答した人が 21 名（75%）
という結果となった。

3.5　アーバンスポーツツーリズムに影響する要因
表３におけるχ２検定の結果から、アーバンスポーツとの関係とイベン

ト参加意思との有意な関連はみられなかった（p=0.051）。表４に「一流の大
会競技・デモの観戦」に関するロジスティック回帰分析の結果を、表５に

「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合したフェ
スのようなイベント」に関するロジスティック回帰分析の結果を表す。「一
流の大会競技・デモの観戦」については、「現在アーバンスポーツを継続し
ている人」のみ、有意に参加確率が高くなることが示唆された（p<0.01）。

表 4.　 「一流の大会競技・デモの観戦」に関するロジスティック回帰分析の結果

ては、「はい」と回答した人が 21 名(75%)という結果となった。 

 

３．５ アーバンスポーツツーリズムに影響する要因 

表 3 におけるχ2 検定の結果から、アーバンスポーツとの関係とイベント参加

意思との有意な関連はみられなかった(p=0.051)。表 4 に「一流の大会競技・デモ

の観戦」に関するロジスティック回帰分析の結果を、表 5 に「アーバンスポーツ

と音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合したフェスなようなイベント」に

関するロジスティック回帰分析の結果を表す。「一流の大会競技・デモの観戦」に

ついては、「現在アーバンスポーツを継続している人」のみ、有意に参加確率が高

くなることが示唆された(p<0.01)。また、「アーバンスポーツと音楽やダンス、異

文化カルチャーなどを複合したフェスなようなイベント」については、「アーバン

スポーツを継続している人」「関心を持っているアーバンスポーツが 2 種類以上の

人」のみ、有意に参加確率が高くなることが示唆された(p<0.05)。 

 

表 4.  「一流の大会競技・デモの観戦」に関するロジスティック回帰分析の結果 

  項 推定値 標準誤差 p 値 

 切片 7.34 626.42 0.99 

性別 女性 -0.21 0.22 0.33 

年齢 

10 代以下 -0.65 0.52 0.21 

20 代 -0.47 0.35 0.18 

30 代 -0.08 0.43 0.86 

職業 

その他 -4.55 626.42 0.99 

高校生 -5.66 626.42 0.99 

社会人 -5.62 626.42 0.99 

大学生 -5.31 626.42 0.99 

短大・専門学校生 10.60 2741.49 1.00 

アーバンスポ

ーツとの関係 

一度以上体験経験があるが、

現在継続していない -0.03 0.37 0.94 

現在継続している 1.02 0.35 <0.01 

実際に見たことがある -0.12 0.33 0.72 

関心を持って

いる種目 
1 種目を回答 

0.51 0.42 0.22 
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また、「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合し
たフェスのようなイベント」については、「アーバンスポーツを継続してい
る人」「関心を持っているアーバンスポーツが２種類以上の人」のみ、有意
に参加確率が高くなることが示唆された（p<0.05）。

表 5.「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合した
　　　フェスのようなイベント」に関するロジスティック回帰分析の結果

表 5.「アーバンスポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合した 

フェスなようなイベント」に関するロジスティック回帰分析の結果 

  項 推定値 標準誤差 p 値 

 切片 3.88 203.20 0.98 

性別 女性 0.09 0.20 0.63 

年齢 

10 代以下 -0.07 0.46 0.87 

20 代 0.48 0.34 0.15 

30 代 -0.37 0.38 0.32 

職業 

その他 -1.49 203.21 0.99 

高校生 -2.63 203.20 0.99 

社会人 -2.31 203.20 0.99 

大学生 -3.14 203.20 0.99 

短大・専門学校生 11.14 1016.02 0.99 

アーバンスポ

ーツとの関係 

一度以上体験経験があるが、

現在継続していない -0.03 0.30 0.93 

現在継続している 0.51 0.26 <0.05 

実際に見たことがある 0.07 0.28 0.80 

関心を持って

いる種目 
1 種目を回答 0.75 0.32 <0.05 

 

4. 考察 

NPO 法人日本スケートパーク協会 4)の報告によると、日本全国のスケートパー

ク総数は 418 施設で、人口比で米国より 1,104 施設不足していることが指摘され

ている。 

太田ら 5)はアーバンスポーツを通じたまちづくりの観点から、スケートパーク

等の設置の意義及び存在は非常に大きく、県内外の交流人口増加に伴い、その地

域における公営事業等の存在周知に繋がることで付加価値が想像される可能性を

指摘している。本研究におけるアンケート調査の結果から、現在アーバンスポー

ツ競技を継続している「愛好者ニーズ」として、全国各地のアーバンスポーツパ

ークで競技をしたいという回答者が 80.4%であったことから、アーバンスポーツ

競技者におけるツーリズムニーズは高いと考えられ、そのような人々が実際に全

国各地における交流を増やすことによって、その地域における様々な魅力を知り、

アーバンスポーツ以外の新たな経済活動が行われることが期待される。 

 アーバンスポーツツーリズムは若い世代、現在においては Z 世代(Generation 

Z)を主な対象としての展開が期待されていることから、Z 世代のツーリズムニー

４.　考察

NPO法人日本スケートパーク協会４）の報告によると、日本全国のスケー
トパーク総数は 418 施設で、人口比で米国より 1,104 施設不足していること
が指摘されている。
太田ら５）はアーバンスポーツを通じたまちづくりの観点から、スケート

パーク等の設置の意義及び存在は非常に大きく、県内外の交流人口増加に伴
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い、その地域における公営事業等の存在周知に繋がることで付加価値が想像
される可能性を指摘している。本研究におけるアンケート調査の結果から、
現在アーバンスポーツ競技を継続している「愛好者ニーズ」として、全国
各地のアーバンスポーツパークで競技をしたいという回答者が 80.4% であっ
たことから、アーバンスポーツ競技者におけるツーリズムニーズは高いと考
えられ、そのような人々が実際に全国各地における交流を増やすことによっ
て、その地域における様々な魅力を知り、アーバンスポーツ以外の新たな経
済活動が行われることが期待される。
アーバンスポーツツーリズムは若い世代、現在においては Z世代

（Generation Z）を主な対象としての展開が期待されていることから、Z世
代のツーリズムニーズに関する考え方を把握する必要がある。経済産業省に
よると、Z世代は 1995 年 １ 月～ 2003 年 12 月生まれと定義されており６）、
この世代の特徴として、車や家などのモノを所有することに価値を置かず、
体験等のコト消費を志向する傾向がある７）とされている。Raggiotto ら８）は
BMX やスケートボード、ウェイクボードのイベントにおける、アスリート
と観客の平均年齢は 25 歳未満であることを報告していることから、本研究
で得られた「一流の大会競技・デモの観戦」や「アーバンスポーツと音楽や
ダンス、異文化カルチャーなどを複合したフェスのようなイベント」への参
加といった、アーバンスポーツに関する「コト消費」としての Z世代にお
けるツーリズムニーズは、今後さらに高まることが予想される。

５．結論

若者・児童を対象としたWeb アンケート調査の結果から、アーバンス
ポーツのツーリズムへの展開において、アーバンスポーツを実施できる場
所・専用施設の確保が重要課題であると考えられる。アーバンスポーツツー
リズムのニーズについて、愛好者ニーズからは、現在のアーバンスポーツ
競技者を対象とした国内スポーツツーリズムの可能性が示唆された。また、
アーバンスポーツツーリズムに影響する要因分析の結果から、複数のアーバ
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ンスポーツ競技に関心を持ってもらうことが重要であり、さらに、アーバン
スポーツと音楽やダンス、異文化カルチャーなどを複合したフェスなような
イベント等、他ジャンルと融合した複合的イベントへの参加ニーズが存在す
ることが考えられる。
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